
 

 

 

 

 

 

  

 平成２８年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的

な取組（社会貢献事業）」の実施が法人の責務として位置づけられました。  

 この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。  
 （１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」  

    であること 

 （２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスで  

    あること 
 （３）無料または低額な料金で提供されること  

 具体例としては ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築  

         ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援  
         ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援  

         ・災害支援ネットワークによる避難所支援 
         ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録  
 などが挙げられます。 

 石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取
り組んでいるのか、順番にご紹介していきたいと思います。  
 今回は「社会福祉法人夢みの里」さんをご紹介します。 

 インタビューにお答えくださった方は、理事長の菅原桂子さん、事務局の長谷川悠さん
の２名です。 

社会福祉法人夢みの里 
■法人所在地   石巻市門脇町一丁目２番２１号 UniversalPlaza櫻樹の森1F 

■電話番号     ０２２５－２２－１４１６  

■ウェブサイト   https://yumeminosato.jp/ 

■設立年月日   平成２２年３月２９日  

■事 業     短期入所、日中一時支援、生活介護、共同生活援助、就労継続支援Ｂ型、  

         計画相談支援、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（地域密着型  

         特別養護老人ホーム）、通所介護、保育所  

■施設・事業所   共同生活援助夢みの里こもれび（グループホーム21か所）  

         デイサービスセンターこもれび、デイサービスセンター桜・さくら、  

         トータルサポートセンターみんなの夢広場、共生型福祉施設はぴねすプラザ、 

         ゆにばーさるプラザ、Ecoリサイクル松並工場、相談支援センター桜・さくら、 

         特別養護老人ホーム、ラ・ヴィアンロゼ桜の園インターナショナルプリ  

         スクール（ピノッチオ、ブルーバード、レインボー、リトルマーメイド）  

■社会貢献事業  

（１）有事の際の福祉避難所としての機能を持ったグループホームの運営  

   普段は地域の交流の場として、カラオケ機器等を整備していることから、町内会などで利

用してもらっているほか、リボーンアートフェスティバルのボランティアの宿泊所としてな

ど、多岐に渡った活用をしてもらうため、貸出をしています。  

（２）低所得世帯に対する住宅賃貸事業  

   生活支援が必要な生活困窮者に対する住居の確保・提供を行っています。  

（３）音楽活動による地域交流  

   ピアニストや音楽の先生の指導による100人規模のコーラス隊で、とっておきの音楽祭、大

崎福祉夢まつり、地域交流祭、トリコローレ音楽祭など、毎年様々な地域の行事に参加。本

人たちの誇りや意欲にもつながっています。  

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介 

第６回インタビュー 

社会福祉法人夢みの里 

https://yumeminosato.jp/


福祉避難所付きグループホーム あじさい館  

―今回は障害者福祉を担う社会福祉法

人として、夢みの里さんのご紹介です。

社会貢献事業について、お聞かせ願いま

す。 

菅原：地域の人のためになることを掲げ

て、当法人をスタートさせました。利用

者さんを第一に考えることを基本としま

すが、地域の方々にとってもプラスにな

る、この施設があって良かったねという

ことも考えて事業展開しています。 

 地域の方々にとって何がプラスかと考

えたときに、たまたまご寄附していただ

いた土地にグループホームを作り、そこ

に福祉避難所も兼ねることを思いつきま

した。建設した建物は有事の際に使われ

る施設でありつつも、普段は地域の交流

の場として、カラオケを設備して町内会

長さんの管理下に置いています。今回、

その場所を、石巻市と宮城県の許可を得

て、石巻市で行われていたリボーンアー

トフェスティバルのアーティストの宿泊

所など多岐に渡った活用もしています。 

 

―ご寄付いただいた土地を自法人だけ

の活用だけなくて、地域に提供するとい

うところが良いですね。 

菅原：ご寄附してくださった方が、重度

の障がいを持たれたお子さんがいた方な

ので、障害者福祉に使用してほしいとい

う希望をいただいていました。お亡くな

りになったときに３か所の土地をご寄付

していただき、その１か所が先程ご紹介

した福祉避難所を併設した重度障がい者

のグループホームになっています。その

他の建物も地域貢献を目的としており、

高齢者やシングルマザーなど低所得者を

対象とした借家の運営を行っております。 

 

 

―制度の狭間、どのサービスも該当し

ないところを救うという取り組みですね。 

菅原：制度があれば行政等で対応できま

すが、高齢と障害の制度の狭間で苦しん

でいる人や行くところのない人のお世話

をして、次のステップにお送りするとい

うことが、今私たちがやらなきゃないこ

とかなと思っています。社会福祉法人は

制度上優遇されている立場でもあるので、

それを地域のみなさんにどうお返しする

かを考えていかなくてはなりません。 

 今から１５年前に当時の浅野史郎知事

が船形コロニーの施設入所者を地域に帰

すという「船形コロニー解体宣言」を行

いました。その宣言を受け、石巻地区に

も施設入所者の受け皿を１か所作るとい

う話があり、当時、英語の教育をしてい

た私が縁あって協力させていただきまし

た。当時私は障がい福祉についてはまだ

素人だったため、研修を受けさせてもら



左が理事長の菅原桂子さん、中央は事務局の

長谷川悠さん  

トータルサポートセンターみんなの夢広場  

い、それからお引き受けいたしました。

引き受けた７人の中に先ほどお話しした、

土地をご寄附してくださった方の息子さ

んがいたのです。 

 ３２年ぶりに地域に帰った人たちと一

緒に、今は共同墓地の清掃活動を年４回、

これまで１５年続けてきました。目立た

ないけど人の役に立つことで、自分たち

が地域へのお返しができればと思ってい

ます。 

 

 

―人のためにする、恩返しなどのお礼

をすることで、社会参加にもなりますね。

人の目には触れる機会は少なくても、見

てくれる人がいて、逆にありがとうと言

ってもらうことでお互い交流が生まれる

ということですね。 

菅原：それから障がいのある方にどうや

ってプライドを持ってもらえるかと考え

たときに、地域に出る機会として、とっ

ておきの音楽祭が始まったときから参加

し て い ま す 。 と っ て お き の 音 楽 祭

SENDAI、とっておきの音楽祭東まつし

ま等への参加、そのほかにも、大崎福祉

夢まつり、地域交流祭にも参加してきま

した。私たちは、ピアニストと指揮をす

る音楽のプロの先生をお招きし、ただ集

まって、「さあやっぺし」ではなく本気で

取り組むことこそが障がい者の方々にと

ってプライドを持てることだと思ってい

ます。その先生のお力で、今ではトリコ

ローレ音楽祭や石巻市民の合唱祭にも参

加しています。年に６回ほど、外回りを

して、１００人規模で歌うので、今では

ステージに職員が立つ場所がなくなって

しまい、見る側になってしまったのです

が、１回目よりも２回目、２回目よりも

３回目と、みなさんが人前に出ることで、

歌う姿勢が段々と変化してきました。ま

っすぐな姿勢になり、先生の方をきちん

と見るようになりました。そういった「歌

うこと」の集大成として法人で遊楽館の

ステージを使い、ＮＨＫのど自慢を模倣

したカラオケ大会を行いました。歌うこ

とが苦手な人はバックコーラスに回って

もらったり、職員たちが仮装させたりし

て参加してもらいました。１回のみの開

催と思ったところ好評で、コロナ禍によ

ってできなくなるまで、５回開催してい

ます。 



―本人たちの意欲に繋がっていますね。 

菅原：はい、生きていくのに明るく見え

ますでしょ。「障がい」という言葉の持つ

みなさんのイメージは、恐らく暗い色な

のだと思っています。でも、そうではな

いです。もっと明るいです。そのイメー

ジを変えていくものが余暇活動です。 

 また、「働く」ということに意欲を持っ

ていただくために、ペットボトルのリサ

イクルを行う工場ができたんですが、建

設にあたり障害福祉分野だけではなくて、

環境政策分野にも賛同していただき補助

金をいただきました。事業開始後、関係

するみなさんからは「障がい者施設がリ

サイクル企業と同じように、ペットボト

ルを集め、粉砕して再利用するというこ

とは、すごいことですよね。」と言われま

した。東松島市の業者さんがバックアッ

プしてくれていろいろ協力も得られてこ

の事業はできていますが、私が考えてい

る障がい者が誇りを持ち、限りなく一般

就労に近い事業所になったのかなと思っ

ています。（令和３年）４月には、正式に

フル稼働になりました。 

 

―垣根を越えて、福祉以外の分野、業

界とのコラボレーションは必要と思いま

す。 

菅原：「働く」のなかでは農業分野にも力

を入れています。田んぼを４０反お借り

し、約７００袋のお米を作っています。

加工物として味噌を２．５トン製造し、

市立保育所に納品しています。本法人に

はグループホームが２１か所、保育所が

４か所ありますが、全施設が農産部で製

造した味噌を使っています。あとは野菜

と梅干しも３００kg程作っています。グ

ループホーム入居者が約１４０人、保育

所が約３００人の利用者がおり、日々提

供する食事の食数は給食業者並みです。

食材を内部事業所で使うことで、農業に

携わった利用者の安定的な賃金になるわ

けです。ほとんど法人内消費ですが、有

機栽培に近いので、味が良いと評判です。

それでも、お米が足りないので普通に流

通しているお米を購入するんですが、保

育園の子どもが味の違いを感じて「この

ご飯、いつもの味と違う」と言っていま

す。このことは、子どもたちの食育に繋

がっているのかなと思います。農薬を極

力使わないことや味噌は添加物を使わず、

梅干しは８％の減塩と健康志向です。福

祉と農業や福祉とエコの組み合わせ、面

白いと思いませんか。 

 

―蔵王町にある「蔵王すずしろ」（社会

福祉法人はらから福祉会運営）さんでは、

利用している方の工賃が高いことで２０

年以上前から有名です。障害者年金に工

賃を足せば生活できるとのことですが、

工賃の高さ以外にも、利用者自身が社会

の一員という認識ができるようで、これ

はペットボトルのリサイクルにしても農

業にしてもそれに取り組むことで同様に

感じられるのではないでしょうか。  



社会福祉法人夢みの里法人 事務所のある

「UniversalPlaza櫻樹の森」  

菅原：誇りをもって仕事をするというの

が大事ですね。生活保護を受けるという

ことは心の負荷なんです。社会保障であ

る障害年金と働いた工賃とで生活が賄え

るようにしたときに、背中が曲がって生

活していたのに背筋が真っ直ぐになるの

ではないかと思うんです。誇りですよね。

そういう生き方ができる支援を目指して

いきたいと思います。 

 

―福祉にあまり縁のない方からすると、

支援が必要な方は年金や生活保護受給者

というイメージがあると思うのですが、

社会の中でこのように活躍している、担

っている部分があるということを知って

もらっただけでも、自分たちも誇りに思

えるんじゃないかと思いますね。 

菅原：「生きていて良かった」みたいな感

情が生まれますね。これまで自己肯定感

を持てない多くの人を見てきていますか

ら、そう感じてもらいたいです。また、

精神障がいの方で、２０年間精神病院に

入院していた人がいて、最期はうちの施

設でお亡くなりになったんですけど、病

院から地域へ移るときに「これが自分に

とって最後のチャンスなんだ」というこ

とで、こちらもその想いを大事にし、応

えてきたのですが、１０年、１５年もう

ちの施設で住み続け、そのうち画家にな

りました。絵が好きだという人には絵を

描いてもらう。そういうスタンスでおり

ます。その方は作品を出展したところ受

賞し、それからは周囲からは「画伯」と

呼ばれ、本部ビルの５階にメモリアルギ

ャラリーを作りました。その人その人が、

どこで輝けるのかそういうのを見つけて

あげたいなと常々思っています。 

 

 

―自分自身の力だけでは生きていくた

めの環境作りは難しいですし、特に意思

表出が苦手な方々も多いと思いますので、

個々の持っている能力を引き出す、うま

く社会と繋げていく役割が福祉専門職の

ポジションなんだろうなと思います。  

菅原：社会保障があって生活ができてい

るのですが、重度の障がいがある人も、

存在するだけで社会のお役に立つと思う

んですね。福祉というものは、どんなこ

とでも社会へ仕掛けることができて、そ

こに良い反応があったとき、「ああ、やっ

て良かったな」と思うときがありますし、

私自身このようなことの連続の１５年を

過ごしてきたんだと思います。 

 

―夢みの里さんは、高齢者から障害者、

子どもたちと幅広い分野の事業展開をさ

れておりますが、一つの制度だけでは制

度に該当する対象者だけしか支援できず、



共生型福祉施設はぴねすプラザの交流事業  

デイサービスセンターこもれび  

世帯丸ごとを支援するということがなか

なかできないということが課題となって

います。 

菅原：本当は制度で分断することは、お

かしいと思います。ただ、これらの支援

を同時にやってしまったがために、素人

だった私は失敗の連続でした。制度もよ

く知らないし、３つの制度ですから。そ

れで職員も苦労していると思います。し

かし、これが普通の支援のあり方だなと

は思っています。 

 

 

―それぞれ福祉分野に特化した専門の

スタッフが集まることでチーム形成がで

きてきますね。 

菅原：利用者も職員もその人その人の持

っている役目を果たしてもらいたいなと

も思っています。一番はじめの事業所は、

和渕の笈入にある「こもれび」です。そ

こからこの法人がスタートしたのですが、

障害支援区分が支援の度合いが高い「区

分６」の方々を対象としています。しか

し、みなさん元気でシャキシャキっとし

ていて、役目を果たそうとしているなと

感じます。 

 また、職員の中には、和菓子職人や料

亭に努めていた人・仕出し屋さんの経験

のある者がいたりと、他業種の経験を生

かして得意技を活かして役目を果たして

もらえればと思っています。 

 

 

―利用者の方がいろんなことにチャレ

ンジできるためには、スタッフに多様性

がないとなかなかできません。弁当があ

り、リサイクルがあり、クリーニングも

あり、人の生活に密着した仕事ですね。 

菅原：他から持ってこないで、法人内消

費、利用者さんの衣類などを洗うだけで

クリーニング業が成り立つわけです。清

掃も同じです。 

 昨日（令和３年７月２８日）オープン

の「ラブリースイーツファクトリー」な

んですけど、道路を走るときこの看板が

気に入られて、商品シールも考えて真っ

赤なハートに緑のリボンを結んで。でも、

障がい者の出す商品では、おまけはいら

ない。商品そのもので勝負できるものを

提供しなくてはいけません。「障がい者の

方々が作ったから買ってください」とい

う考え、甘えちゃだめですよね。 



 

―確かにそれはあると思います。「障が

い者の方が作ったものだから買ってみま

しょう」という言葉には、「買ってあげる」

という言葉が隠れていそうですが、本当

においしいものだったら、いくらでもお

金を出しますという意識が働きやすいと

思います。 

菅原：石巻で和菓子作っているところは

あまりないので、１０年位修行してきた

素晴らしい技術を持っているスタッフの

力を活かしてあげたいなと、そして職員

が持っている得意技も生かしつつ、利用

者がそこで主役になっているという形で

す。 

 

―結構こだわりを持っている利用者の

方もおりますでしょうか。長いこと携わ

っていたら技術を磨いて職人になれる方

も出てくるのではないでしょうか。 

菅原：おりますよ。発達障害をお持ちの

利用者の方とかがそうですね。職人レベ

ルの方は厨房に１人います。ご本人は、

ここに来て良かったって話しています。

民生委員児童委員協議会の方々が視察に

来られた際に、その方に話してもらいま

した。その方はグループホームを出て、

市営住宅を申し込んで一人での生活を始

めています。能力が高いので一般就労と

同じくらいの賃金で仕事を行っています。

みなさんの前で「人生やり直しができま

した」とそんな話を聞いたときにウルっ

と来ました。 

 

―みなさんそれぞれ主役になれ、その

スポットが当たるお手伝いができること

は嬉しいことですね。 

菅原：逆に私たち支援者が役に立つ場所

を作ってもらっているようなもんじゃな

いですか。そう思いますね。 

 

 

― インタビューを終えて ― 

 障害者、高齢者、児童と幅広く事業展

開をしている「夢みの里」さん。施設を

地域の交流の場として開放したり、清掃

活動を行ったりと、地域との繋がりを大

切にされていらっしゃったのを感じまし

た。 

 また、利用者が輝けて、意欲につなが

る余暇活動に取り組んだり、農業やリサ

イクル、お弁当からスイーツを作ったり

と事業展開が多岐に渡り、様々な取り組

みを行っています。利用者の特性や希望

を活かした仕事を、スタッフとともに作

り上げている様子や新たな取り組みなど

も伺えました。 

 


